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１．はじめに～研究の背景～

本研究は，平成10年頃からブームのように全国に広

がった「サイエンスショー」について，多くの資料を

さまざまな視点から分析し，理科教育との関わりにつ

いてまとめたものである。

平成18年現在，毎週土日にもなると，全国のどこか

で必ずサイエンスショーが開かれているような状況で

ある。ＷＥＢなどで科学関係のイベント情報を検索す

ると山のようにヒットする。もちろん科学館の通常イ

ベントとしてもおこなわれているが，学校の体育館や

市民ホール，公民館，民間のイベントホールなどでも

当たり前のようにおこなわれるようになっている。

日本科学技術振興財団（ＪＳＦ）によると，2006年

度の科学の祭典は年間90会場を超え，観客総数も年間

50万人を超えた。サイエンスショーの内容もバラエテ

ィーに富んできた。

科学の祭典の広がりと，それを紹介するマスコミの

報道などが「サイエンスショー」の存在を広く知らし

め，観客を増やすとともに，サイエンスショーを演じ

る方の人材も増やしていったのである。

２．研究の動機

これだけ広がりを見せたサイエンスショーであるが，

賛辞とともに「サイエンスショーは娯楽であり理科教

育ではない」という意見もよく耳にする。では，そも

そもサイエンスショーとは何なのであろうか。これと

理科教育を結びつけてよいのだろうか。この疑問に答

えるような文献があるか探してみた。

その結果，研究論文についてはどれも科学館・博物

館関係の実践，研究が主であり，私の研究目的である

学校教育との関わりについてのものはなかった。

これ以外では，教育雑誌や資料集，ＷＥＢなどに賛

辞や批判などの意見（持論）・感想，実施例などが少

数掲載されている程度であり，私の研究にとってはわ

ずかな参考にしかならないものであった。

つまり，これまでサイエンスショーについて根本か

ら調査し，それと理科教育・学校教育との関わりを深

く研究したものは皆無であった。サイエンスショーの

広がりを受けて，私が調査研究したいと考えたのはま

さにこの部分である。先行論文はおろか，参考文献に

なりそうなものすらほとんどないことも研究対象とし

て魅力であった。

だだし，その部分は研究を進める上で弱点にもなる。

この点については，前職（京都市青少年科学センター）

の関係もあって，私自身がここ10年間サイエンスショ

ーに深く関わっており，資料等も既に多く収集してあ

ることに加え，科学館関係者やサイエンスショー演示

者との人脈も豊富であることでカバーできると考えた。

それらを活用すれば，かなりの規模での調査分析が可

能であると考え研究を進めることにした。

３．研究の目的

サイエンスショーについて，これは娯楽目的のショ

ーか，それとも理科教育として位置づけられるものか

がよく議論されてきた。確かに芸能人やタレントが出

演するサイエンスショーも多く実施されているが，私

が関わるものについては，当然，理科教育の一環でな

ければならない。

また，子どもたちの人気を集めているサイエンスシ

ョーでは観客の後ろでビデオを構えた理科教育関係者

が並ぶ光景も何度も目にしてきたし，そうでないショ

ーでは観客がどんどん減っていくという悲惨な光景も

目にした。両者の差はまるで「良い授業」と「悪い授

業」の見本のようであった。そして，良いサイエンス

ショーは良い実験授業に通じるものがあると考えさせ

られる場面でもあった。

そこで，調査対象は主に学校教育関係者および科学

館関係者，科学教育ボランティア関係者などがおこな

う科学の祭典など単発的なイベントでのサイエンスシ

ョーに限定した。そしてそれらの内容調査と傾向等の

分析をおこない，学校教育との関わりを探っていくこ

とを目的とした。

サイエンスショーの内容・要素をうまく授業に取り

入れることができれば，これまで以上に効果的な実験

学習がおこなえるのではないかということである。そ

のための基礎資料の作成と，具体的な実践提案をおこ

なっていくことを目指した。



４．資料等

研究に用いた資料は「科学の祭典実験解説集」「サ

イエンス展示・実験ショーアイディアコンテスト入選

作品集」など61冊に及ぶ。それら資料から総計338ステ

ージのサイエンスショーについて調査した。

ショーであるから冊子だけで工夫点や改善点などを

見極めるのは難しい。しかし，ここで調査したものの

うち，274（資料の81％）の内容は実際に見学したり，

自分が出演したりしたものであり，文献をながめただ

けでは分析できないことにも言及できると考えた。

５．研究の概要

研究前半では資料の分析からサイエンスショー全体

または一部が，学習指導要領で位置づけられる「学校

教育」において，利用価値があるものかどうか，もし

あるとすればどの単元でどのように役に立つのかなど

について研究した。

具体的な手法としては，「ここ10年間（1997年~2006
年）のさまざまなサイエンスショーの内容」を調査し，

現状や特徴などをまとめた。さらにショーの内容が，

「現行の学習指導要領の内容」と関連があるのかを調

査し，そこから得られた特徴ある結果について，理科

教育との関わりなどの分析をおこなった。

研究後半は，私がこの10年（1997年～2006年）で考

案したサイエンスショーの内容や，300ステージを超え

る出演経験などのまとめから，それを実際に理科教育，

特に学校教育の中でどのように活用してきたかの実践

を記した。そして，これらの資料分析や実践から導か

れるサイエンスショーの今後の展望や，理科教育にお

ける役割などについてまとめをおこなった。

６．研究前半の分析結果

分析結果から，以下のような事実が分かった。

①サイエンスショーの演示者は，高校教員が全体の

１／３以上を占めている。

②サイエンスショーは「高校物理」の内容がもとにな

っているものが６割前後と突出して多い。

本論文では，その原因を探るため，サイエンスショ

ーの客層や，ショーに適した内容の調査など，いくつ

かの角度から分析・考察した。

また，ショーの内容のほとんどが，現行の学習指導

要領の内容からは逸脱しておらず，むしろ，それを参

考にショーを組み立てたのではないかと考えられるこ

とにも触れた。これは逆に考えると，現在おこなわれ

ているサイエンスショーの多くは（多少の工夫は必要

であるが），学校教育現場に導入が可能であるという

ことである。

７．研究の後半のまとめ

私はここ10年間で，142イベント，延べ310ステージ

のサイエンスショーをおこなった。観客総数は概算で

４万人を超えている。

研究前半の分析結果に，これらの実践から学んだこ

とを加え，サイエンスショーと理科教育，特に学校教

育との関わりについて私見を交えてまとめた。

そして，良いサイエンスショーと良い授業に求めら

れる演示者のスキルには，共通部分が多くあるのでは

ないかという仮定から，「良いサイエンスショーの要

素をうまく授業に取り入れる」ことができれば，楽し

い授業の構築など，授業改善に結びつくのではないか

という提案をおこなった。
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